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ブラウン管ガラスカレットのリサイクル・処分に係る技術検討会 

開催要項 

 

１．目的 

テレビ放送の地上デジタル化を 2011 年に控え、ブラウン管テレビの大量排出が予想さ

れている。ブラウン管ガラスカレットは、水平リサイクルすることが望ましいとされてお

り、現在、メーカールートを中心に有償輸出され、海外で水平リサイクルが行われている。  

しかし、今般環境省が行った調査によると、一部の自治体においては、小売業者に引取

義務の課せられない廃家電（義務外品）や不法投棄された廃家電の一部が埋め立てられて

おり、また、メーカールートのリサイクルについても、中長期的な動向には不透明な部分

がある。 

特定家庭用機器のブラウン管ガラスについては、現在の廃棄物処理法では埋立処分を想

定していない。このため、特定家庭用機器のブラウン管ガラス（以下単に「ブラウン管ガ

ラス」という。）を取り巻く諸般の事情に鑑みて、ブラウン管ガラスを埋立処分する場合の

適切な技術的措置のあり方を主眼とした技術的な検討を行う。  

 

２．名称 

本会は、「ブラウン管ガラスカレットのリサイクル・処分に係る技術検討会」と称する。 

 

３．検討事項 

本検討会は、以下のような事項について検討を行う。  

・ブラウン管ガラスカレットを取り巻くリサイクル・処分の状況と課題  

・ブラウン管ガラスカレットのリサイクル・処理技術の評価 

・国内で埋立処分する場合の適切な技術的措置のあり方  

 

４．検討の進め方等 

・検討会の会議、資料、議事録は、原則、公開とする。ただし、本検討会の開催に際し当

事者又は第三者の権利、利益や公共の利益を害する恐れがある場合等、座長が認める場

合は、その全部又は一部を非公開とする。  

・資料及び議事録の公開については、環境省のホームページへの掲載によることとする。  

・検討会のメンバーは別紙のとおりとする。  

・検討を行うに当たっては、事業者等のデータも積極的に活用できるよう、事業者等が実

証実験を行う場合には出来る限り連携を取るとともに、必要に応じ検討会で自らがデー

タの収集を行うなど、適切な役割分担の下、数多くのデータを様々な視点で効率的かつ

確実に収集・評価し、検討を進める。  

 

５．事務局 

本検討会の事務局は、環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部企画課リサイクル推進

室が行う。 

資料２ 
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